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43 p.955 (2001)用水と廃水， ，

ＲＤＦ焼却灰を，1 mol/lのKOH水溶液中 180 ℃，

10 気圧の飽和蒸気圧下で 10 時間水熱合成すること

により，1.1nm-トバモライトに代表される結晶性の

ケイ酸カルシウム系鉱物と低結晶性ケイ酸カルシウ
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ム水和物であるC-S-Hの混合物から成る多孔質体が得

られた．多孔質体の吸着能は，オルトリン酸イオン

で 1.8 mg(PO４－)/g，アンモニウムイオンで 0.9

mg(NH４＋)/g であった．また，Cr(III)，Co(II)，

Ni(II)，Cu(II)，Zn(II)，Ag(I)，Cd(II) 及び Pb

(II)等の金属イオン類の吸着を検討したところ，い

ずれもカルシウムイオンとのイオン交換により効果

的に吸着される事がわかった．
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Cr量を10～18mass%（以下，%）変化させたFe-Cr

合金の硫酸および塩化ナトリウム水溶液中のアノー

ド分極特性に及ぼすCr，Al，Siの影響について検討
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した．Fe-Cr-3Al合金の臨界不働態化および不働態維

持電流密度はCr量が16%までは低下したが18%では逆

に増加した．Fe-12Cr合金に3%Alを添加すると孔食電

位は貴となったが，Fe-16CrおよびFe-18Cr合金では

卑な電位に移行した．Al添加によって耐孔食性が悪

化したが，1%Siを添加すると耐孔食性が改善された．

Fe-Cr合金中におけるAlの効果はCr量に依存すること

が明らかになった．
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